
JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会（TC-073A）

次世代技術WG（第２WG）　

第５回　会議　議事録（案）

1． 日時：2008年11月4日　14：00～17：00

2． 場所：JCI第５会議室（11F）

3． 出席者： 11名　　(下線は欠席者)　
西山峰広，春日昭夫，内野英宏，丸田　誠，深井　悟，小室　努，増田安彦，上田博之，福井　剛，阿波野昌幸，張建東、杉田篤彦，有光政彦，西村一博，菅田昌宏（記録）

大野一昭（JCI事務局）

4． 配付資料：

：議事次第

WG2－27
：第4回次世代技術WG（第2WG）会議事録（案）

WG2－28
：報告書目次案rev.4　08/11/04

WG2－29
：JCI　PC　報告書　2章目次（深井委員）
WG2－30-1
：性能別分類「施工性」（内野幹事）
WG2－30-2
：錐ヶ瀧橋（内野幹事）

WG2－31
：性能別分類「施工性」（福井委員）
WG2－32
：PCを活用した耐震補強工法（増田委員）
WG2－33-1
：4.6補強工法 4.6.1プレストレス導入工法（杉田委員）
WG2－33-2
：出雲大社国旗掲揚塔（杉田委員）

WG2－34
：性能別分類「耐震性」（西村委員）
WG2－35
：耐久性について（菅田幹事）
WG2－36
：ハイブリッド目次案（春日主査）
WG2－37
：全体スケジュール（事務局）
WG2－38
：2008年度建築学会大会PC関係報告一覧（西山主査）
WG2－39
：ハニカムPCによるチューブ式高層建築システムの研究開発（西山主査）
WG2－40
：次世代耐震性（丸田委員）
5． 議事内容：

（1）資料2-27　前回WG2議事録の確認／承認

　前回議事録の内容を確認し、承認された。
（2）資料2-28　報告書目次案についての討議

・2章は1･2WGが協力して記述するようにする。

・4.5節の耐久性に関して、土木側は耐久性センシングに関する記述を有光委員が担当する。

・有光委員からは委員退任の申し出があったが，報告書執筆担当のため，委員として留まっていただくことになった。
（3）資料2-29　JCI　PC　報告書　2章目次
・建築側の設計法の変遷については、西山主査、深井委員、大迫委員（WG1）の3名で記述する。事例に関しては、年表も含めて5章に記述する。

・土木側についての設計法は、永元委員が耐震設計に関する記述を行い、堤委員がPC橋に関する設計法の記述を行うものとする。

・山本ビルの事例紹介に際して、建築学会で発表した扁平柱の構造実験に関する論文についても含めて記述してほしい（西山主査）。

・土木側の事例としては斜張橋、吊床版、複合橋などについて建築と同様に10～20件集めて記述する。

・事例には、写真や図面があるほうが好ましい。写真や図表など著作権に関わるような使用許諾手続きはJIC事務局で実施するものとする。

・特徴的なPC構造物であれば、1990年以前のものも含めてもよい。

・事例紹介は、深井委員が作成したフォーマットに準拠し、1～2ページの範囲でコンパクトに記述する。

・土木側についても、深井委員が作成した年表を作成するようにしてはどうか。

　⇒　土木側で協議して、物件の抽出を行うようにする（春日主査）。

（4）資料2-30-1,2　性能別分類：「施工性」（内野幹事）

　　資料2-31　性能別分類：「施工性」（福井委員）
・常時使用性に関しては、過去10年で特段に進歩した技術（次世代と言えるような技術）は見当たらない。

・土木（橋梁）における過去10年における施工性の進展はPC合成床版（コンポ橋）であるといえる。コンポ橋はある程度標準化されており、小規模でも比較的低コストで適用できる。

・土木（橋梁）で80～100N/mm2を超えるような高強度コンクリート使用はまだ一般的ではなく、物件毎に、必要に応じて比較的注意深く使用している。UFCの高強度の床版は使用されている。

（5）資料2-32　PCを活用した耐震補強工法（増田委員）

　　資料2-33-1　補強工法　プレストレス導入工法（杉田委員）　
・日本国内における風力発電タワーは鋼製が主流であるため、PCタワーの需要が今後増えるかどうかは不明である。

・建築ではPC構造を対象とした耐震補強は行われていないようである。基本的に建築でのPC構造は耐震性に優れており、補強の必要が無いと考えられている。土木の橋梁における、外ケーブルを用いた補強では、被補強部のコンクリート強度が経年劣化によって低下し、必要な強度が不足するようなこともあるため注意が必要である（杉田委員）。

（6）資料2-34　性能別分類「耐震性」　鋼・コンクリート複合プレキャストPC（P&PH）橋脚（西村委員）　
　 資料2-34　次世代耐震性（丸田委員）

・土木側は、鋼・コンクリート複合プレキャストPC（P&PH）橋脚工法を主軸にして記述したい。土木研究所から耐震設計マニュアルが発行されており、この概要についても示す。

P&PHに限定せず、過去に橋脚にPCを用いた事例や研究例なども含めて記述するようにしてはどうだろうか（西山主査）。
・建築側はそこそこのエネルギー吸収がありつつ、原点復帰する、いわゆるフラッグ型履歴を示す部材についての研究を次世代技術としてまとめたい。PC圧着関節工法についても、触れておくようにする。

・石炭サイロなど、耐震ではないがPCをうまく活用した事例についても記述してはどうか。中柱をPCで圧着するような技術（大林組）などのような、特殊な活用事例を記述するために、4.9節を設けるものとする。

（7）資料2-35　耐久性について
・材料的な観点での記述を主に考える。高強度繊維補強コンクリートなどは、材料や施工の項と同じ材料（話題）について述べることになるが、耐久性の観点でこれらの材料についての記述を行うこととし、部分的な重複は許容するものとしたい。

・秋葉原ブリッジでは、現状より3割程度高強度のPCストランドが使われている、鋼材量を削減できるなどの利点がある。高強度コンクリートと組み合わせれば定着部を小さくするなどメリットが出るようになるのではないか。

（8）資料2-36　ハイブリッド目次案
・2008年度に実施した研究集会の報告を元にして、橋梁におけるハイブリッド構造の開発経緯とこれからの展望について述べる。ハイブリッドの観点でまとめているので、これを独立した節として扱うのがよいと思われる。⇒新しい節を設けるものとする。

（9）資料2-38　2008年度建築学会大会PC関係報告一覧（西山主査）
　 資料2-39　ハニカムPCによるチューブ式高層建築システムの開発研究（西山主査）
・本資料は2008年度の建築学会大会で発表されたPC関連の梗概リストを示したものである。次世代技術として取り上げることができる報告がいくつか見られるので、活用してほしい（西山主査）。

・ハニカムPCによるチューブ構造が提案されている。このような、架構も次世代技術としては取り上げてもよいのではないか（西山主査）。

（10）資料2-37　スケジュール
・来年の9月に報告会を行うとすれば、資料のようなスケジュールになる。報告書の1次案脱稿は2009年3月末、2次原稿は5月末までに完成させる。

・論文募集を行う場合は、3～4月に募集を行い、原稿締め切りは6月となる。

・スケジュールについては全体会議で調整して決定することとする。

次回予定

次回WG2
未定、追って調整する（2009年2月頃に行いたい）。

次回全体会
2009年12月16日（火）　10：00～13：00　JCI会議室にて
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